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１．研究計画の概要 

 本研究は、消費者参加型新製品開発プロセ
スにおける消費者行動と、そのプロセスを通
じて開発された製品の成果を理論的・実証的
に明らかにすることを目的とする。ここで言
う｢消費者参加型新製品開発｣とは、ウェッブ
を活用し、企業や消費者、消費者間の創発的
なコミュニケーションを通じて、製品開発・
テスト・普及が行われる製品開発の手法であ
る。 

 近年、消費者参加型新製品開発が台頭し開
発成果も現れ、先駆的な研究が行われている。
だが、理論的・実証的研究があまりなく、未
だ研究蓄積も少なく萌芽的な段階である。と
りわけ、こうした研究は、その出発点である
ユーザー・イノベーション研究を中心に進め
られているが、ウェッブにおける消費者行動
研究などの理論的知見は充分に活かしきれ
ていない。 

 そこで、本研究では、両分野の理論的知見
を融合する理論研究からはじめ、定性的・定
量的研究を通じて、消費者参加型新製品開発
プロセスにおける消費者行動と開発成果と
の関係についての概念モデルを構築してい
く。 

 

２．研究の進捗状況 

 本研究は、大きくは、次の９つのステップ
で行う予定であった。それは、①関連研究の
先行研究調査、②先行研究による概念モデル
の設定、③複数事例・ユーザーの定性的調査、
④概念モデルの精緻化、⑤プレ調査実施・分
析、⑥大規模サンプル調査の実施、⑦データ
分析による概念モデルの検証、⑧調査企業へ
のフィードバック、⑨成果発表である。  

 現状は、計画どおり⑥の段階まで実施して

いる。ただし、⑤、⑥については当初の消費
者への質問票データではなく、実際の消費者
の行動データを入手することが、企業の協力
により可能となり、より充実した成果につな
がった。その成果としては、現段階で、次の
３点が挙げられる。 

 第１に、消費者参加型新製品開発の各プロ

セスにおける消費者の行動と、購買との関係

を明らかにすることができた。先行研究にお

いては、アイデアが採用された消費者が購買

につながるだろうと、そもそも前提として考

えられていたことが、必ずしも見られる現象

ではないということが分かった。その一方、

アイデアが採用されていない消費者が購買に

つながっていることも明らかになった。 

 第２に、消費者参加型新製品開発の各プロ

セスにおいて、多様な消費者のアイデアが複

合的に組み合わさることで、製品の成果につ

ながっていることが明らかになった。こうし

た発見も、先行研究では充分に明らかになっ

ていない点であった。 

 第３に、コミュニティ・マネジメントの重

要性が指摘できた点も成果である。各プロセ

スにおける消費者の行動が成果に上手くつな

がるように、プロセスの公開方法や、意見の

集約方法など、企業がコミュニティのマネジ

メントを実施していることが重要であること

が明らかになった。 

 

３．現在までの達成度 

①当初の計画以上に進展している。 

（理由）上で見たように研究実施計画の段階
は計画どおりである上に、より適切なデータ
が収集できたため、多くの発見につながった
のである。 
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４．今後の研究の推進方策 
 今後の計画としては、最終年度である本年
度は、計画どおり主に研究成果のまとめを行
う。具体的には、以下の分析結果の考察、調
査企業へのフィードバック、成果発表の３点
となる。 
 
(1)分析結果の考察 
 昨年実証研究の結果の考察を行う。当該研
究に関連する研究者あるいは実務家との研
究打ち合わせを実施し、その内容を精緻化し
ていく。なお、こうした考察にあたって、関
連する研究動向について、絶えず目を配り、
最新の研究を確認しつつ行う。 
 
(2)調査企業へのフィードバック 
 上で考察された結果の解釈に当たっては、
研究協力の企業に対して、フィードバックし
検証を行なうこととする。 
 
(3)成果発表 
 研究成果を整理し、関連する学会・研究会
にて成果の報告、および国内外の学術誌に研
究成果となる論文の投稿を行う。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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